
　
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
統
一
し
、
新
た
な
時
代

へ
と
歩
み
始
め
た
日
本
。
そ
の
は
じ
ま
り
の
地
と

な
っ
た
の
が
、「
肥
前
名
護
屋
城
」
で
し
た
。

　
今
か
ら
お
よ
そ
4
3
0
年
前
、
秀
吉
の
も
と

に
徳
川
家
康
や
前
田
利
家
、
伊
達
政
宗
な
ど

全
国
か
ら
1
6
0
を
超
え
る
武
将
が
集
結
し
、

た
ち
ま
ち
人
口
20
万
人
の
巨
大
都
市
に
。
秀
吉

が
指
揮
を
と
り
、
外
交
の
舞
台
に
も
な
っ
た
名

護
屋
は
、
当
時
の
日
本
の
中
心
で
し
た
。

　
織
田
信
長
と
秀
吉
が
活
躍
し
た
時
代
は
「
安

土
桃
山
時
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史

学
者
の
磯
田
道
史
さ
ん
は
、「
秀
吉
が
桃
山
に

居
た
の
は
死
没
直
前
の
１
年
ち
ょっ
と
だ
」
と
秀

吉
が
桃
山
に
居
た
期
間
の
短
さ
を
指
摘
し
、「
秀

吉
の
時
代
を
桃
山
時
代
と
呼
ぶ
の
は
お
か
し
い
」

「
天
下
人
が
最
後
に
大
規
模
築
城
を
し
た
城
の

名
称
を
も
っ
て
す
れ
ば〝
安
土
肥
前
名
護
屋
時

代
〞で
も
い
い
」
そ
う
評
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
坂
城
や
伏
見
城
な
ど
、
信
長
没

後
に
秀
吉
が
各
地
に
築
い
た
城
の
中
で
も
、
石
垣

を
全
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
全
国
で

も
、
こ
こ
肥
前
名
護
屋
城
だ
け
。
歴
史
学
者
の

平
山
優
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ま
さ
に〝
奇
跡
の
城
〞

な
の
で
す
。

　これまで、「文禄・慶長の役」の出兵拠点として語られてきた名護屋。しかし、見方を変
えてみると、この地に秀吉や全国の武将・大名が集結したことで、能や茶道などが流行した
という側面もあります。秀吉自ら能を舞い始め、武将たちの間に起こった “ 能ブーム”。日常の
癒しやコミュニケーションの場として栄えた茶の湯（茶会）。名護屋は、現代まで続く日本文
化発展の “はじまりの地 ”でもあったのです。

秀
吉
の
権
威
と
財
力
の
象
徴

文化が花開いた、“はじまりの地”

「
黄
金
の
茶
室
」

　豪
華
絢
爛
な「
黄
金
の
茶
室
」と
対
照

的
な
の
が
、「
草
庵
茶
室
」。こ
の
茶
室
は

竹
が
多
く
用
い
ら
れ
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

客
人
を
招
い
た
際
に
は
、秀
吉
が
茶
室
の

窓
の
障
子
に
、自
ら
詠
ん
だ
和
歌
を
書

き
付
け
た
そ
う
。そ
ん
な
遊
び
心
に
あ
ふ

れ
た「
お
も
て
な
し
」を
行
な
う
な
ど
、

秀
吉
の〝
素
〞が
あ
ら
わ
れ
る
茶
室
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　秀
吉
の
茶
室
と
し
て
有
名
な「
黄
金

の
茶
室
」。実
は
、組
み
立
て
式
で
持
ち

運
び
が
で
き
た
た
め
、大
坂
城
か
ら
名
護

屋
城
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。記
録
に
よ

る
と
、こ
の
き
ら
び
や
か
な
茶
室
が
最
も

多
く
使
わ
れ
た
の
は
、名
護
屋
城
。武
将

た
ち
と
の
茶
会
だ
け
で
な
く
、フィ
リ
ピ
ン

総
督
使
節
や
明
国（
中
国
）使
節
団
な
ど

の
お
も
て
な
し
に
も
使
わ
れ
る
な
ど
、秀

吉
の
権
威
と
財
力
を
海
外
に
ま
で
見
せ

つ
け
る
、演
出
装
置
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

秀
吉
の
プ
ラ
イ
ベー
ト
空
間
に
築
か
れ
た

「
草
庵
茶
室
」

そ
う
あ
ん

前
田
利
家
陣
跡

イメージ図

11/22●日
９：30～16：30

名護屋城跡（唐津市鎮西町） 入場無料場所

かつ
て
、天
下
の
中
心
は
こ
こ
に
あっ
た
ー

安土桃山時代というより

安土肥前名護屋時代

肥
前
名
護
屋
城

史跡指定100周年記念企画展

名護屋城阯竝陣阯
11/29●まで開催中
場所  名護屋城博物館（唐津市鎮西町）

なごやじょうあとならびにじんあと

観 覧 無 料

日

430年の時を超えた、奇跡の城
秀吉が築いた城の石垣全体が、唯一今に残る

　「陣
」と
い
え
ば
、屋
外
に
幕
を
張
り
、鎧
姿
の

武
将
た
ち
が
作
戦
を
練
っ
て
い
る
―
。そ
ん
な

映
画
や
ド
ラ
マ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
が
目
に
浮
か
ぶ
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か
し
、名
護
屋
の
地
に
築

か
れ
た
前
田
利
家
陣
は
違
い
ま
し
た
。堀
が
あ

り
、石
垣
が
組
ま
れ
、館
や
茶
室
、庭
園
ま
で
あ
っ

た
こ
と
が
、発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
の
規
模
感
や
格
式
の
高
さ
は
、

「
陣
と
い
う
よ
り
、ま
る
で
城
！
」と
城
郭
考
古

学
者
の
千
田
嘉
博
さ
ん
に
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
大

発
見
で
し
た
。

織田信長没後に豊臣秀吉が築いた城
名称

山崎城
二条城
大坂城
聚楽第
石垣山城

肥前名護屋城
伏見（桃山）城

所在地
（現在の都道府県）

京都府
京都府
大阪府
京都府
神奈川県
佐賀県
京都府

築城年

天正10年（1582）
天正11年（1583）
天正11年（1583）
天正14年（1586）
天正18年（1590）
天正19年（1591）
天正20年（1592）

△（一部）
×

△（一部）
×

△（一部）
○（全体）
×

秀吉時代の
石垣が見られる

名護屋城クロストーク
～全国の大名が築いた奇跡の城～

今、注目を集める名護屋城を情熱全開で語りつくす

名護屋城内を巡る武将を探そう！

家紋シールラリー

発掘で浮かび上がった、知られざる世界へ

直木賞作家・歴史小説家
いまむら しょうご ひらやま ゆう

今村 翔吾氏
“戦う”歴史学者

平山 優氏

前田利家陣跡デジタルガイド

まだまだ楽しみ方いろいろ！

豊臣政権を支えた前田利家。50年
に一度の大発見で注目を集める
陣跡をテレビでおなじみの城郭
考古学者・千田 嘉博さんの動画
解説とともに、巡ってみませんか

武将が愛した「茶の湯」を体験

思わず写真に収めたくなる！

城跡を巡りながら、各流派の呈茶
を楽しめます。歴史の舞台で味わ
う一服は格別です

圧巻の武将のぼり
名護屋城に集結した約160の武将のぼり旗が
並ぶ圧巻のフォトスポットのほか、「黄金の茶
室」内での撮影イベント（有料・事前申込）も！

名護屋城博物館ミュージアムショップ
限定。大茶会当日、販売開始！

有料

有料

漫画「豊臣秀吉とはじまりの名護屋城。」
販売開始

なりきり武将を探してイベント限定
の「家紋シール」をゲット！
３枚以上集めるとガラポン抽選も！

ゲスト

名護屋城
大茶会で
デジタルガイド
公開！

※ 現在の二条城や大坂城は徳川時代以降に建てられたもの

※名護屋城と城下町の模型（1／300）
　この模型は名護屋城博物館でご覧いただけます
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イベントの詳細や
クロストークの
お申し込みは
コチラ

もろほし あまね
戦国プリンセス博士ちゃん

諸星 天音氏

有料

詳しくは 　　　  ☎0952（25）7236
　 culture_art@pref.saga.lg.jp
文化課   

城郭考古学者

千田嘉博氏
よしひろせんだ

じょうかくこうこ

チケット
好評販売中！
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